
て ん り 市 議 会 だ よ り

2019年12月１日号　No.90 　 ９月定例会の内容をお伝えします。

９
月

12
月

６
月

今回の定例会

※題字については、第61回天理市展において議会議長賞を受賞された栗山昭彦さんにお書きいただきました。

３
月
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11月15日、第一法規株式会社渡島氏を講
師にむかえ、議員研修会を実施しました。
テーマ　〜自治体議員のコンプライアンス〜
　　　　・政務活動費について
　　　　・SNSのメリット、デメリット
　　　　　について
　　　　・他自治体事例の紹介　　　等

議員研修会を開催しました。
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こんなことを話し合いました
令和元年９月定例会

開
会
日(

９
月
３
日)

市
長
提
案

再
開
日(

９
月
５
日)

委
員
会
付
託

再
開
日(

９
月
17
日)

一
般
質
問

最
終
日(

９
月
20
日)

採
　
決

●
会
期
の
決
定

　
会
期
を
９
月
24
日
ま
で
の
22
日

　
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

●
表
彰
状
の
伝
達

　
県
市
議
会
議
長
会

　
・
２
年
以
上
の
正
副
議
長

　
　
東
田
　
匡
弘
　
議
員

　
・
20
年
以
上
の
在
職
議
員

　
　
榎
堀
　
秀
樹
　
議
員

　
　
加
藤
　
嘉
久
次
　
議
員

●
監
査
報
告

　
監
査
委
員
よ
り
４
件
の
監
査
報

　
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
報
告

　
報
告
１
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案

　
ど
お
り
了
承
し
ま
し
た
。

●
提
案
説
明

　
今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
12
議
案

　
及
び
８
認
定
案
に
つ
い
て
、

市
　
長
等
よ
り
提
案
説
明
が
行
わ

れ
　
ま
し
た
。

●
委
員
会
付
託

　
上
程
さ
れ
た
12
議
案
を
各
常
任

　
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
す
る

　
と
と
も
に
、
８
認
定
案
に
つ
い

　
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設

　
置
し
て
付
託
し
、
審
査
す
る
こ

　
と
と
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
ほ
か
　
計
６
議
案
を
付
託

経
済
産
業
委
員
会

・
生
産
緑
地
地
区
の
区
域
の
規
模

　
に
関
す
る
条
件
を
定
め
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て
　

　
　
　
ほ
か
　
計
２
議
案
を
付
託

総
務
財
政
委
員
会

・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
ほ
か
　
計
４
議
案
を
付
託

決
算
特
別
委
員
会

・
一
般
会
計
決
算
認
定

　
　
ほ
か
　
計
８
認
定
案
を
付
託

※
委
員
会
審
査
の
概
要
に
つ
い
て

　
は
、
３
〜
８
Ｐ
に
掲
載
し
て
い

　
ま
す
。

●
一
般
質
問

　
・
仲
西
　
　
敏
　
議
員

　
・
荻
原
　
文
明
　
議
員

　
・
寺
井
　
正
則
　
議
員

　
・
鳥
山
　
淳
一
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
質
問
順
︶

※
９
、
10
Ｐ
に
要
旨
を
掲
載
し
て

　
い
ま
す
。

●
人
事
案
件

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
の
諮
問

　
案
、
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任

　
命
の
同
意
案
が
上
程
さ
れ
、

そ
　
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
及

び
　
同
意
し
ま
し
た
。

●
委
員
長
報
告

　
所
管
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い

　
た
12
議
案
及
び
８
認
定
案
に
つ

　
い
て
、
各
委
員
長
よ
り
、
審
査

　
の
経
過
並
び
に
結
果
の
報
告
が

　
あ
り
ま
し
た
。

●
採
択

　
12
議
案
及
び
８
認
定
案
に
つ
い

　
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

　
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

●
陳
情

　
陳
情
１
件
に
つ
い
て
、
議
会
事

　
務
局
職
員
の
朗
読
後
、
原
案
ど

　
お
り
主
旨
了
承
し
ま
し
た
。

●
決
議

　
意
見
書
３
件
に
つ
い
て
、
提
案

　
者
の
説
明
後
、
原
案
ど
お
り
可

　
決
し
ま
し
た
。

※
議
決
結
果
に
つ
い
て
は
、

　
11
P
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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文
教
厚
生
委
員
会

９月６日

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
１
１

４
万
４
千
円
を
追
加
。

○
歳
出
の
内
容

・
平
成
30
年
度
決
算
額
の
確
定

　
に
よ
る
余
剰
金
の
基
金
へ
積

　
み
立
て

・
介
護
給
付
費
等
の
精
算
確
定

　
に
よ
る
返
納
金

・
一
般
会
計
へ
の
繰
出
金

○
歳
入
の
内
容

・
国
庫
補
助
金
の
増
額

・
低
所
得
者
に
対
す
る
介
護
保

　
険
料
の
軽
減
措
置
等
に
係
る

　
介
護
保
険
料
の
減
額

・
一
般
会
計
繰
入
金
の
増
額

令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

　
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
印
鑑
の
登

録
、
印
鑑
登
録
の
抹
消
及
び
印

鑑
登
録
申
請
の
不
受
理
等
に
つ

い
て
、
旧
氏
に
関
す
る
規
定
を

追
加
す
る
も
の
。

　﹁
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
﹂

の
一
部
改
正
に
よ
り
、﹁
子
育
て

の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
﹂

が
創
設
さ
れ
、
そ
れ
に
関
わ
る

用
語
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
本
条
例
に
つ
い
て
も
所
要

の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　﹁
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
﹂

及
び
﹁
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
﹂
の
改
正

に
伴
い
、
各
種
用
語
の
変
更
、

副
食
費
の
取
り
扱
い
の
変
更
、

及
び
地
域
型
保
育
事
業
者
に
関

す
る
﹁
連
携
施
設
確
保
﹂
に
係

る
義
務
の
緩
和
等
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

　﹁
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
﹂

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
保
育
料

の
額
が
零
と
さ
れ
た
た
め
、
所

要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

市
立
幼
稚
園
の
保
育
料
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

市
立
こ
ど
も
園
条
例
の
一
部

改
正
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●
東
田
委
員
長

要
望
　
精
神
保
健
福
祉
相
談
の
充

実
強
化
に
つ
い
て
、
予
算
の
関
係
、

人
材
の
確
保
、
ま
た
そ
れ
以
外
に

も
様
々
な
検
討
課
題
が
あ
る
が
、

可
能
な
限
り
対
応
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

●
荻
原
副
委
員
長

Q
　
自
衛
官
募
集
の
た
め
の
住
民

基
本
台
帳
閲
覧
請
求
に
は
、
本
人

の
意
向
確
認
を
す
る
べ
き
。

A
　
自
衛
隊
法
に
基
づ
く
請
求
で

の
情
報
提
供
に
あ
た
る
た
め
、
本

人
の
同
意
は
必
要
な
い
と
考
え
る
。

︵
く
ら
し
文
化
部
次
長
︶

Q
　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
生
活

困
窮
者
の
入
所
を
実
施
す
る
こ
と

に
つ
い
て
。

A
　
住
ま
い
の
困
窮
者
に
手
が
差

し
伸
べ
ら
れ
る
か
指
定
管
理
者
と

協
議
し
た
い
。︵
福
祉
政
策
課
長
︶

Q
　
不
妊
治
療
助
成
の
１
年
以
上

の
居
住
制
限
を
撤
廃
す
る
こ
と
。

A
　
近
隣
市
町
村
の
状
況
も
踏
ま

え
検
討
し
た
い
。︵
健
康
推
進
課
長
︶

●
今
西
委
員

Ｑ
　
児
童
虐
待
増
加
に
よ
り
来
年

４
月
か
ら
改
正
児
童
虐
待
防
止
法

も
で
き
る
が
、
子
ど
も
の
住
所
変

更
時
の
引
継
ぎ
な
ど
、
自
治
体
や

学
校
等
と
連
携
は
で
き
て
い
る
の

か
。

Ａ
　
児
童
の
転
入
出
に
つ
い
て
は
、

天
理
警
察
、
奈
良
県
中
央
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
等
18
機
関
で
構
成

さ
れ
て
い
る
協
議
会
と
連
絡
共
有

を
図
り
対
応
し
て
い
る
。

︵
児
童
福
祉
課
長
︶

Ｑ
　
緊
急
時
の
安
否
確
認
等
子
ど

も
の
携
帯
電
話
の
校
内
所
持
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
の
対
象

と
な
る
児
童
生
徒
の
増
加
に
伴
い
、

そ
の
学
級
を
適
切
に
指
導
で
き
る

教
員
の
確
保
と
現
状
は
。

Ａ
　
学
校
が
必
要
と
認
め
た
場
合

は
許
可
。
特
別
支
援
教
育
の
教
員

は
、
全
て
確
保
で
き
て
い
る
。

︵
ま
な
び
推
進
課
長
︶

●
仲
西
委
員
　

Ｑ
　
学
校
運
営
協
議
会
委
員
へ
の

報
酬
の
法
的
根
拠
は
。

Ａ
　
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
を
改
正
し
、
支
払
う
。

︵
ま
な
び
推
進
課
付
課
長
︶

Ｑ
　
二
階
堂
小
学
校
の
貯
留
槽
工

事
の
影
響
へ
の
対
策
は
。

Ａ
　
授
業
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
工
事
を
行
う
。
工
事
中
に
起
こ

る
問
題
に
は
、
学
校
と
共
に
真
摯

に
向
き
合
い
対
応
す
る
。

︵
教
委
事
務
局
長
︶

要
望
　
学
校
が
困
難
な
状
況
に
な

ら
な
い
よ
う
教
育
委
員
会
の
全
面

的
な
サ
ポ
ー
ト
を
要
望
す
る
。

　
　
本
市
は
給
食
費
が
公
金
外
会

計
の
た
め
教
職
員
が
未
納
業
務
に

従
事
し
て
い
る
。
教
職
員
の
働
き

方
改
革
も
含
め
て
、
指
導
に
専
念

で
き
る
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に

も
給
食
会
計
の
公
会
計
化
が
必
要

と
考
え
る
が
。

　
　
学
校
で
の
給
食
費
の
徴
収
業

務
に
つ
い
て
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
に
よ
る
教
職
員
の
負
担
の
軽

減
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。
　
　︵
教
委
事
務
局
長
︶

●
石
津
委
員

Q
　
天
理
市
で
の
防
災
教
育
の
状

況
に
つ
い
て
。
　

A
　
各
学
校
で
定
期
的
に
火
災
、

地
震
、
不
審
者
侵
入
に
関
す
る
避

難
訓
練
を
実
施
。
ま
た
、﹁
防
災

の
日
﹂
等
に
合
わ
せ
て
防
災
学
習

を
し
て
い
る
。︵
ま
な
び
推
進
課
長
︶

Q
　
当
委
員
会
の
視
察
で
、
防
災

教
育
に
関
す
る
教
材
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
が
、
本
市
で
は
教
材
は

あ
る
の
か
。

A
　
ま
だ
教
材
を
準
備
し
て
い
な

い
た
め
、
今
後
、
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
。
　︵
ま
な
び
推
進
課
長
︶

要
望
　
昨
今
、
異
常
気
象
で
の
災

害
も
多
く
、
い
つ
起
こ
り
得
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
に
つ
い
て
備
え

る
こ
と
は
大
切
。
今
以
上
に
防
災

に
つ
い
て
考
え
る
時
間
と
何
か
教

材
に
な
る
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て

ほ
し
い
。

QQQ ＡＡＡ

QQ ＡＡ

Q QＡＡQＡ

QＡQＡ

その他の質問事項
議案以外に、市民の方に身近な事柄についても質問を行っています。その主な内容をお伝えします。

要
望

要
望

要
望



5

経
済
産
業
委
員
会

９月９日

●
榎
堀
委
員
長

要
望
　
農
産
物
等
の
生
産
者
利

益
に
つ
な
が
る
天
理
ブ
ラ
ン
ド

認
定
制
度
の
構
築
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

要
望
　
天
理
市
観
光
基
本
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
要
望
す
る
が
、

観
光
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
分
析
し
た
上
で
、
具
体
的

な
中
身
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

●
加
藤
委
員

Ｑ
　
10
月
か
ら
消
費
税
が
10
％

に
な
る
が
、
市
と
し
て
の
対
策

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
消
費
税
増
税
に
よ
る
低
所

得
者
、
子
育
て
世
代
の
消
費
に

与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
こ
と

及
び
、
地
域
に
お
け
る
消
費
の

喚
起
や
下
支
え
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
天
理
商
工
会
へ
の
委
託

事
業
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
発
行
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

対
象
は
住
民
税
の
非
課
税
者
及

び
３
歳
未
満
の
子
が
属
す
る
世

帯
の
世
帯
主
で
、
市
内
対
象
者

は
約
１
万
５
０
０
０
人
を
想
定

し
て
い
る
。
対
象
者
１
人
に
つ

き
２
万
５
０
０
０
円
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
を
２
万
円
で
購
入

で
き
る
。
　︵
産
業
振
興
課
長
︶

Ｑ
　
現
在
の
申
込
み
状
況
は
。

Ａ
　
現
在
、
１
万
１
７
３
４
通

の
申
請
書
発
送
に
対
し
て
１
２

３
６
通
の
返
送
が
あ
っ
た
。
想

定
よ
り
低
い
数
字
と
な
っ
て
お

り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
様

に
利
用
し
て
頂
き
た
い
と
の
思

い
で
、
再
度
10
月
の
広
報
誌
に

掲
載
す
る
。︵
産
業
振
興
課
長
︶

QＡ

QＡ

要
望

要
望

　
生
産
緑
地
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
条
例
で
生
産
緑
地

地
区
の
区
域
の
規
模
に
関
す

る
条
件
を
定
め
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
面
積
要
件
を
300
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
区
域
に
し
よ

う
と
す
る
た
め
、
本
条
例
を

制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

生
産
緑
地
地
区
の
区
域
の
規

模
に
関
す
る
条
件
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
本
案
は
、
水
道
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
か
か
る
五

年
ご
と
の
指
定
更
新
制
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
指
定
更
新
手
数
料
の
徴

収
及
び
そ
の
額
に
か
か
る
規

定
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

新
規
の
指
定
手
数
料
を
指
定

更
新
手
数
料
と
同
額
に
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

その他の質問事項 議案以外に、市民の方に身近な事柄についても質問を行って
います。その主な内容をお伝えします。
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総
務
財
政
委
員
会

９月10日

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
２
０
４
万
９
千

円
を
追
加

○
歳
出
の
主
な
内
容

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

　
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
を

　
付
与
す
る
消
費
活
性
化
事
業
に

　
か
か
る
経
費

・
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
り

　
出
し
金
の
増
額

・
生
活
保
護
法
改
正
に
伴
う
電
算

　
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

・
ゴ
ミ
減
量
化
、
資
源
リ
サ
イ
ク

　
ル
推
進
の
た
め
の
草
木
等
堆
肥

　
化
業
務
委
託
料

・
防
災
重
点
た
め
池
の
マ
ッ
プ
氾

　
濫
図
の
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ

　
た
こ
と
に
よ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

　
プ
作
製
費

・
市
営
住
宅
使
用
料
の
未
払
金
の

　
請
求
手
続
き
に
か
か
る
弁
護
士

　
委
託
料

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

・
前
栽
、
福
住
小
学
校
を
除
く
小

　
学
校
７
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
等

　
改
修
工
事
に
伴
う
設
計
業
務
委

　
託
料

・
令
和
３
年
４
月
開
校
予
定
の
、

　
福
住
小
中
一
貫
校
の
整
備
改
修

　
工
事
設
計
業
務
委
託
料

・
開
校
後
の
福
住
中
学
校
施
設
利

　
活
用
に
向
け
て
実
施
す
る
敷
地

　
境
界
確
定
業
務
委
託
料
及
び
、

　
西
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
設
計

　
業
務
委
託
料
等
を
計
上
す
る
増

　
額
補
正
　
　
　
　
　
　
　
　
等

○
歳
入
の
主
な
内
容

　
・
国
庫
支
出
金

　
・
県
支
出
金

　
・
市
債
　
　
　
　
　
　
　
　
等

　
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
か
か
る
措
置
の
適
正
化

等
を
図
る
た
め
所
要
の
改
正
を

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

　
本
市
が
有
す
る
債
権
の
相
手

方
が
死
亡
し
、
そ
の
相
続
人
全

員
が
相
続
を
放
棄
し
た
こ
と
に

よ
り
、
家
庭
裁
判
所
に
相
続
財

産
管
理
人
の
選
任
を
申
立
て
、

当
該
相
続
財
産
管
理
人
に
よ
る

相
手
方
の
財
産
の
清
算
が
完
了

し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
い
か
な

る
手
続
き
に
よ
っ
て
も
債
権
回

収
を
図
る
余
地
が
な
い
た
め
、

地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第

10
号
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
二
階
堂
小
学
校
雨
水
貯
留
槽

設
置
工
事
に
つ
い
て
、
請
負
契

約
を
締
結
す
る
た
め
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

二
階
堂
小
学
校
雨
水
貯
留
槽

設
置
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
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●
寺
井
副
委
員
長

Q
　
電
子
手
続
法
が
施
行
さ
れ
た

が
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
持
っ

て
い
な
い
人
、
ま
た
持
っ
て
い
て

も
操
作
方
法
に
詳
し
く
な
い
人
へ

の
配
慮
な
ど
、
市
民
の
誰
も
が
こ

の
電
子
化
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
手
立
て
が
重
要
と
思
う
が
。

A
　
現
状
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
う

環
境
の
な
い
市
民
の
方
や
、
高
齢

者
の
方
々
の
た
め
に
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
と
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
市
民
課

や
児
童
福
祉
課
等
の
窓
口
に
配
置

し
て
、
申
請
手
続
に
使
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
高
齢

者
の
方
々
に
対
す
る
相
談
業
務
や

助
言
、
そ
の
他
の
援
助
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
今
後
は
窓
口
で
市
の
職
員

に
相
談
し
な
が
ら
行
え
る
申
請
や
、

自
宅
か
ら
申
請
の
場
合
も
電
話
等

で
相
談
し
て
行
え
る
方
策
な
ど
検

討
し
て
い
き
た
い
。︵
総
務
部
次
長
︶

Q
　
選
挙
の
投
票
率
が
近
年
低
迷

し
て
い
る
が
、
そ
の
要
因
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

投
票
率
向
上
の
た
め
に
、
先
進
地

に
な
ら
っ
て
、
期
日
前
投
票
所
の

時
間
延
長
や
移
動
の
支
援
、
ま
た
、

移
動
投
票
所
な
ど
に
取
り
組
む
考

え
は
。

A
　
18
歳
選
挙
権
導
入
に
よ
り
、

有
権
者
が
増
加
し
た
中
で
、
若
者

世
代
の
無
関
心
や
、
住
民
票
の
異

動
状
況
も
一
つ
の
要
因
で
は
な
い

か
と
分
析
す
る
。
投
票
率
向
上
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

各
県
の
事
例
等
を
参
考
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。
　
　︵
総
務
課
長
︶

Q
　
機
密
文
書
の
廃
棄
処
分
に
つ

い
て
、
溶
解
処
理
し
た
方
が
リ
サ

イ
ク
ル
に
活
用
し
や
す
く
、
焼
却

処
理
す
る
と
Ｃ
Ｏ
２
の
発
生
に
つ

な
が
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
。

A
　
平
成
25
年
度
ま
で
、
年
２
、

３
回
外
部
委
託
に
よ
る
溶
解
処
理

を
行
っ
て
い
た
。
以
前
は
溶
解
処

理
委
託
料
が
発
生
し
て
い
た
が
、

現
在
は
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か
け
て

業
者
に
売
る
こ
と
で
、
幾
ら
か
の

歳
入
に
な
っ
て
い
る
。
業
者
の
処

理
方
法
は
解
ら
な
い
が
、
そ
う
い

う
こ
と
も
考
慮
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
　︵
総
務
部
長
︶

●
鳥
山
委
員

Q
　
高
齢
者
や
子
ど
も
達
が
巻
き

込
ま
れ
る
交
通
事
故
が
多
発
し
て

い
る
。
市
公
用
車
へ
の
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
状
況
は
。

A
　
現
在
、
市
の
集
中
管
理
車
両

は
42
台
で
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
設
置
車
両
が
17
台
で
あ
る
。
今

後
も
、
新
し
く
購
入
し
た
車
両
や

使
用
頻
度
の
高
い
車
両
を
中
心
に

計
画
的
に
設
置
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　︵
総
務
課
長
︶

Q
　
市
町
村
の
地
域
消
費
喚
起
に

つ
な
が
る
県
支
援
事
業
﹁
も
っ
と

よ
く
な
る
奈
良
県
応
援
補
助
金
﹂

の
本
市
の
応
募
と
補
助
金
の
活
用

状
況
は
。
　
　

A
　
１
つ
目
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
消
費
活
性
化

事
業
と
し
て
、
市
行
政
や
市
商
工

会
な
ど
が
共
同
し
て
買
い
物
に
利

用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
券
を
発
行
す

る
取
組
で
、
50
万
円
の
補
助
金
を

受
け
て
い
る
。
２
つ
目
は
、
物
づ

く
り
販
路
拡
大
事
業
と
し
て
、
天

理
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
販
路
を
拡
大

し
よ
う
と
す
る
取
組
で
、
約
73
万

円
の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
。

︵
総
務
部
次
長
︶

QＡ

Ａ QQＡ

Q QＡＡ

その他の質問事項
議案以外に、市民の方に身近な事柄についても質問を行っています。その主な内容をお伝えします。
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決
算
特
別
委
員
会

９月11日

市の「家計簿」を認定しました
平成30年度認定案をチェック

　再開日の９月５日に、平成30年度一般会計決算認定ほか８認定案を審査するため、８人の委

員からなる決算特別委員会を設置し、委員長に東田議員、副委員長に荻原議員が互選されました。

付託された８認定案については、９月11日、決算特別委員会を開催し、審査しました。

【一般会計】

　・各課の債権の効率化を図るため、債権の一元化に取り組むよう要望。

　・住宅補助金を３世代同居、近居のために活用するよう要望。

　・農村の基盤整備を行うため、集団営農組織の拡充を図るよう要望。

　・観光産業について、ITを積極的に活用して取り組んでいただくよう要望。

　・保育士確保のため、就労支援などに取り組んでいただくよう要望。

主な意見・要望事項

決算特別委員会委員

◎東田　匡弘　○荻原　文明　　仲西　　敏

　石津　雅恵　　西﨑　圭介　　大橋　基之　　

　内田　智之　　榎堀　秀樹　　　

　　　　　　　　　　　　　◎…委員長　○…副委員長

会　　　計　　　名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一　　　般　　　会　　　計

合　　　　　　計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 金

土 地 区 画 整 理 事 業

特  別  会  計  小  計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

26,607,842

6,251,865

5,587,436

757,371

5,600

310,735

12,913,007

39,520,849

26,100,525

6,129,293

5,455,238

753,982

11,218

296,422

12,646,156

38,746,681

98.1%

98.0%

97.6%

99.6%

200.3%

95.4%

97.9%

98.0%

24,909,882

5,909,136

5,345,860

747,937

5,552

250,455

12,258,942

37,168,824

93.6%

94.5%

95.7%

98.8%

99.2%

80.6%

94.9%

94.0%

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

会　　　計　　　名
収　　　入 支　　　出 収　　　入 支　　　出

収　益　的　収　支 資　本　的　収　支

2,165,887

2,912,996

1,814,164

2,405,969

366,323

518,452

1,383,752

1,699,372

（千円）
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市民のみなさんの暮らしをより良いものにするため、市に対して質問を行いました。

その主な内容をお伝えします。（9～ 10Ｐ）

こんなことを質問しました

　審
議
会
の
公
開
基
準
作
成
を

Ｑ
　
審
議
会
、
会
議
資
料
、
会
議

録
の
公
開
、
委
員
の
公
募
、
女
性

委
員
の
比
率
を
高
め
る
こ
と
及
び

会
議
日
程
の
事
前
周
知
に
つ
い
て
。

Ａ
　
審
議
会
等
は
原
則
公
開
と
考

え
て
い
る
。
女
性
委
員
の
比
率
を

高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
基
準
を

設
け
て
運
用
し
た
い
。
　︵
市
長
︶

公
契
約
条
例
制
定
に
つ
い
て

Ｑ
　
地
元
企
業
の
育
成
、
工
事
・

業
務
委
託
契
約
の
賃
金
・
下
請
け

代
金
の
独
自
設
定
、
契
約
書
提
出
、

公
契
約
審
議
会
設
置
、
内
部
通
報

者
保
護
等
を
含
む
公
契
約
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
。

Ａ
　
条
例
の
制
定
は
、
工
事
の
状

況
、
国
及
び
県
の
施
策
を
総
合
的

に
判
断
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

最
低
賃
金
・
社
保
加
入
の
遵
守
の

確
認
等
は
行
っ
て
い
る
。︵
市
長
︶

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
施
行
に

つ
い
て

Ｑ
　
非
正
規
職
員
の
賃
金
労
働
条

件
の
改
善
で
安
定
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
役
立
つ
制
度
に
す

る
こ
と
。

Ａ
　
国
の
示
す
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ

り
運
用
す
る
。
職
員
組
合
と
も
協

議
を
し
た
上
で
適
正
に
進
め
た
い
。

︵
市
長
︶

市
西
部
地
域
の
街
づ
く
り
方
針
は

Ｑ
　
西
部
地
域
は
工
業
系
、
住
居
、

農
地
が
混
在
し
て
い
る
。
西
部
地

域
の
街
づ
く
り
は
、
一
人
ひ
と
り

の
住
民
が
意
見
表
明
で
き
る
機
会

を
設
け
、
子
育
て
や
高
齢
者
施
設
、

福
祉
関
係
施
設
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
充
実
と
と
も
に
無
料
化
な

ど
で
利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
。

Ａ
　
既
存
の
施
設
に
新
た
な
可
能

性
を
見
出
し
な
が
ら
中
長
期
的
で
、

実
現
可
能
な
効
率
的
、
効
果
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
を
示
し
て
い

き
た
い
。
　
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

 市西部地域のまちづくりの具体化を

QＡQQ Ａ

QＡ Ａ

荻原　文明  議員

一括質問

　ま
ち
づ
く
り
の
推
進

Ｑ
　
天
理
駅
前
広
場
の
現
状
は
。

Ａ
　
多
世
代
が
集
い
市
の
魅
力
を

発
信
し
来
訪
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
産
業
振
興
へ
の
寄
与
は
。

Ａ
　
市
内
の
事
業
者
も
利
用
が
拡

大
し
て
お
り
、
産
業
振
興
館
も
活

用
し
、
市
内
外
の
事
業
者
が
産
品

を
販
売
・
発
信
し
て
い
る
。︵
市
長
︶

Ｑ
　
駅
前
広
場
の
ハ
ブ
機
能
は
。

Ａ
　
多
世
代
交
流
食
堂
や
活
脳
教

室
等
、
駅
前
広
場
の
取
り
組
み
が

各
地
域
に
広
が
っ
て
い
る
。︵
市
長
︶

Ｑ
　
Ａ
Ｉ
Ｒ
モ
デ
ル
事
業
Ａ
ｒ
ｔ
‐

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ  

Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｎ
に
つ
い
て
。

Ａ
　
な
ら
歴
史
芸
術
文
化
村
の
開

村
に
向
け
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

発
表
の
場
と
し
て
空
き
店
舗
を
活

用
し
開
設
。
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
へ
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
化
は
。

Ａ
　
財
政
見
通
し
は
厳
し
い
が
、

市
民
生
活
に
必
須
の
拠
点
づ
く
り

が
今
後
の
基
幹
。
公
民
館
で
の
移

動
販
売
や
活
脳
教
室
、Ｊ
Ｒ
柳
本

駅
な
ど
の
改
革
努
力
の
継
続
が
現

在
の
大
方
針
。
　
　
　
　︵
市
長
︶

観
光
振
興
に
つ
い
て

Ｑ
　
な
ら
歴
史
芸
術
文
化
村
の
開

村
を
見
据
え
た
観
光
施
策
は
。

Ａ
　
文
化
村
で
は
、
隣
接
予
定
の

マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
、
文
化
財
や

伝
統
工
芸
の
展
示
や
体
験
及
び
地

元
産
品
の
食
事
や
買
物
も
で
き
る

拠
点
と
し
て
整
備
予
定
。
県
は
、

な
ら
食
と
農
の
魅
力
創
造
国
際
大

学
校
と
一
体
化
し
ア
グ
リ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
展
開
を
検
討
。
　︵
市
長
︶

農
業
施
策
に
つ
い
て

Ｑ
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
と

課
題
は
。

Ａ
　
農
地
維
持
、
共
同
活
動
、
長

寿
命
化
の
交
付
金
事
業
で
、
三
十

二
組
織
が
活
動
。
課
題
は
、
高
齢

化
に
よ
る
担
い
手
の
確
保
と
農
地

の
集
約
化
。
　︵
環
境
経
済
部
長
︶

 既存施設の活用を図るリノベーション化が改革のキーワード！

QＡQＡQＡQＡQＡ

QQＡ Ａ

仲西　　敏  議員

一問一答
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Ｑ
　
障
害
の
あ
る
方
が
本
市
に
３

０
０
０
人
超
お
ら
れ
る
が
障
害
福

祉
の
中
で
生
活
支
援
の
状
況
は
。

Ａ
　
障
害
区
分
や
ニ
ー
ズ
に
よ
る

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

﹁
な
ら
東
和
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
た
い
よ
う
﹂
や
市

庁
舎
地
下
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
就
労
支
援
を
行
う
。︵
市
長
︶

Ｑ
　
高
齢
化
が
進
む
中
、
障
害
の

あ
る
方
を
地
域
で
支
え
る
こ
と
に

つ
い
て
、
本
市
の
方
向
性
は
。

Ａ
　
地
域
支
援
は
重
要
な
課
題
。

障
害
の
あ
る
方
が
使
い
や
す
い
地

域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備
を
東
和

圏
域
の
自
治
体
と
協
議
を
し
て
お

り
、
令
和
２
年
度
末
ま
で
の
整
備

に
努
力
す
る
。
　
　
　
　︵
市
長
︶

要
望
　
支
援
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
を
お
願
い
す
る
。

Ｑ
　
各
中
学
校
区
の
９
年
間
を
見

通
し
た
小
中
連
携
の
状
況
は
。
　

Ａ
　
中
学
校
区
ご
と
に
小
中
学
校

で
学
校
目
標
を
統
一
し
た
り
、
生

徒
指
導
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開

催
し
て
い
る
。
校
種
間
連
携
に
さ

ら
に
力
を
入
れ
た
い
。︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
子
ど
も
達
の
登
下
校
に
か
か

る
通
学
路
の
安
全
対
策
・
安
全
教

育
の
在
り
方
は
。

Ａ
　
一
人
に
し
な
い
よ
う
集
団
登

下
校
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
行
等
地

域
全
体
で
見
守
る
体
制
の
整
備
を

進
め
る
。
危
険
予
測
・
回
避
能
力

を
身
に
つ
け
る
安
全
教
育
の
推
進

を
行
っ
て
い
る
。
　
　︵
教
育
長
︶

Ｑ
　
学
校
現
場
の
実
態
調
査
で
教

員
の
長
時
間
労
働
が
問
題
視
さ
れ

て
い
る
が
、
働
き
方
改
革
は
。

Ａ
　
一
昨
年
度
よ
り
夏
季
休
業
中

の
閉
校
日
の
設
定
、
午
後
７
時
以

降
電
話
連
絡
無
し
の
協
力
依
頼
等

を
行
っ
た
。
今
後
は
、
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。
　︵
教
育
長
︶

子どもたちの未来のために！

QＡQＡＡ Q

Q

鳥山　淳一  議員

一問一答

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
つ
い
て

Ｑ
　
遺
族
の
負
担
を
考
慮
し
、
死

亡
に
伴
う
手
続
き
の
利
便
性
向
上

の
た
め
の﹁
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
﹂

設
置
や
、
解
り
や
す
い
チ
ラ
シ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
の
考
え
は
。

Ａ
　
現
行
の
総
合
窓
口
を
活
用
す

る
形
で
可
能
な
限
り
の
改
善
策
を

検
討
し
、
実
質
的
な
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
市
民
の
利

便
性
向
上
を
図
り
た
い
。︵
市
長
︶

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元

事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｑ
　
消
費
者
へ
の
解
り
や
す
い
周

知
や
、
地
元
商
工
会
活
性
化
策
は
。

Ａ
　
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
消
費
者
に
分

か
り
や
す
い
広
報
に
取
り
組
む
と

共
に
、

本
市
の
地
域
経
済
の
活
性
化
に

し
っ
か
り
と
取
組
め
る
よ
う
、
市

商
工
会
、
各
種
団
体
と
連
携
を
密

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
　︵
市
長
︶

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
に
つ
い
て

Ｑ
　
普
及
促
進
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

Ａ
　
交
付
率
は
16
・
1
％
と
い
う

状
況
。
月
に
１
度
の
夜
間
窓
口
延

長
や
休
日
開
庁
に
加
え
、
普
及
促

進
の
た
め
の
体
制
強
化
を
行
っ
た

上
で
、
自
治
会
等
へ
の
出
張
申
請

受
付
実
施
な
ど
、
市
民
へ
の
普
及

に
努
め
、
行
政
電
子
化
の
利
便
性

を
お
届
け
し
た
い
。
　
　︵
市
長
︶

高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

Ｑ
　
接
種
率
が
40
％
台
と
低
迷
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
過
措
置
が

本
年
度
か
ら
５
年
間
延
長
に
な
っ

た
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
は
が
き
に
よ
る
通
知
、
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
年
２
回
の
広
報

紙
へ
の
掲
載
、
医
療
機
関
で
の
ポ

ス
タ
ー
掲
示
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
ら
え
接
種
の
勧
奨
に
努
め
て

い
き
た
い
。
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

超スマート社会（ソサエティ5.0）を見据えて、市民の利便性向上のために！

QＡQＡ

Q QＡ Ａ

寺井　正則  議員

一問一答

ＡQＡ

要
望

※一般質問の要旨については、発言した議員が編集しています。
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こんなことが決まりました

・平成30年決算に基づく天理市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
・人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
・教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて
・令和元年度一般会計補正予算　・令和元年度介護保険特別会計補正予算　
・印鑑条例の一部改正について　・職員の分限に関する条例等の一部改正について
・特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について　
・市立こども園条例の一部改正について　
・生産緑地地区の区域の規模に関する条件を定める条例の制定について
・市立幼稚園の保育料に関する条例の一部改正について
・水道事業給水条例の一部改正について　・和解及び損害賠償の額を定めることについて
・二階堂小学校雨水貯留槽設置工事請負契約について　・権利の放棄について
・平成30年度一般会計決算認定　・平成30年度国民健康保険特別会計決算認定　
・平成30年度介護保険特別会計決算認定　・平成30年度後期高齢者医療特別会計決算認定
・平成30年度住宅新築資金等貸付金特別決算認定　・平成30年度土地区画整理事業特別会計決算認定
・平成30年度水道事業会計決算認定　・平成30年度下水道事業会計決算認定
・大和川上流域における治水事業の促進を求める意見書について
・大和川流域における治水事業の促進を求める意見書について
・高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意見書について

全員賛成で可決した議案
報　告

同意案
諮問案

議　案

認定案

決議案

●委員会先進地視察●

・「環境対策について」（静岡県畜産技術研究所）

・「地域資源を活かした新たな観光交流の創出と地域活性化について」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山梨県富士吉田市）

・「甲府ブランド認定制度について」（山梨県甲府市）

経済産業委員会 ８月20日（火）〜８月22日（木）

・「デマンドタクシー運営について」（愛媛県四国中央市）

・「債権管理について／シティブランド戦略について」（愛媛県新居浜市）

・「市民活動・協働まちづくり／地域公共交通活性化について」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（愛媛県西条市）

総務財政委員会 10月９日（水）〜10月11日（金）

・「議会改革について」（岐阜県可児市）

・「議会改革について」（愛知県岩倉市）

議会運営委員会 10月24日（木）〜10月25日（金）

・「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築」における精神保健福祉相談の充実強化を求める陳情書

各委員会が、他市町村の政策を参考にするため、行政視察を行いました。

陳
情
書

静岡県畜産技術研究所前にて

新居浜市役所にて

岩倉市議会議場にて



●12月 ５ 日（木）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議開会
●12月 ９ 日（月）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議再開
〇12月10日（火）９時30分　文教厚生委員会
〇12月11日（水）９時30分　経済産業委員会
〇12月12日（木）９時30分　総務財政委員会
●12月16日（月）
　 ９ 時00分　議会運営委員会
　10時00分　本会議再開　※一般質問
●12月17日（火）
　10時00分　本会議再開　※一般質問
●12月19日（木）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議再開

土金木水火月日

令和元年第４回天理市議会定例会
本会議・委員会日程

12月
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議会広報編集委員会

委 員 長　　飯田　和男

委　　員　　仲西　　敏

委　　員　　榎堀　秀樹

副委員長　　石津　雅恵

委　　員　　西﨑　圭介

委　　員　　東田　匡弘

本会議のライブ中継及び録画中継を、

天理市ホームページからご覧いただけます。

またお手持ちのスマート

フォンからもご覧いただける

ようになりました。

議会をスマートフォンで見られます

議場見学にようこそ！

10月10日に丹波市小学校３年生が議場を見学しました。

事務局職員からの説明を聞いたり、クイズに答えて、

議会の仕組みや役割を学んでいました。

議場の天井の高さにびっくりしたり、議員席に座ってと

ても楽しそうに見学していました。

本会議
10:00

総務
9:30

経産
9:30

本会議
10:00

本会議
11:00

（会期）

本会議
11:00

文教
9:30

本会議
11:00




